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●
手
工
芸
＝
一
つ
ひ
と
つ
心
を

込
め
て
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

の
数
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
自
分
自
身
の
た

め
に
、
ま
た
イ
ン
テ
リ
ア
に
と
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
世
界
へ
ご
案
内

し
ま
す
。
新
し
い
出
会
い
や
大
き

な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　

●
盆
栽
＝
気
軽
な
盆
栽
展
で
す
。

昨
年
か
ら
学
習
室
の
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
中
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
自
然
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
　

●
絵
て
が
み
＝
愛
好
者
が
年
々

増
加
し
、
人
気
は
ま
す
ま
す
上
昇

し
て
い
ま

す
。
絵
て

が
み
は
心

と
心
を
結

ぶ
心
温
ま

る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

上
手
下
手
で
は
な
く
個
性
あ
る
絵

　

◆
東
久
留
米
・
歌
謡
吟
詠
サ
ロ
ン

　

毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
２
時
〜

４
時
、
中
央
公
民
館
ほ
か
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０

円
。
詩
吟
を
中
心
に
歌
曲
、
民
謡
な

ど
。
初
心
者
・
男
性
歓
迎
。
見
学
自

由
。
希
望
者
は
第
２
金
曜
日
の
普
通

吟
に
も
参
加
可
。
詳
し
く
は
宇
佐
田

�　

・
７
３
０
３
へ
。

７３

　

◆
中
国
水
墨
画（
劉
の
会
）　

毎
週

金
曜
日
の
午
後
１
時
半
〜
４
時
、
中

央
公
民
館
で
。
会
費
３
カ
月
１
万
１

０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
笠
井
�　

・
６
５
２
１
へ
。

７４

　

◆
中
国
語
入
門
ク
ラ
ス
（
グ
ル
ー

プ
中
国
だ
い
好
き
）　

毎
週
土
曜
日

の
午
後
６
時
〜
８
時
、
中
央
公
民
館

で
。
会
費
３
カ
月
９
０
０
０
円
、
年

１
０
０
０
円
。
初
級
・
中
級
ク
ラ
ス

若
干
名
あ
り
。詳
し
く
は
山
本
�　
・
７１

４
７
４
８
へ
。

　

◆
円
空
流
柔
術
・
護
身
体
術
練
成

会　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
４
時
半
〜

６
時　

分
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

５０

会
費
月
３
０
０
０
円
。
小
学
生
以
上
。

詳
し
く
は
関
山
�　

・
２
７
２
４
へ
。

７２

　

◆
栄
道
卓
球
ク
ラ
ブ　

毎
月
第

１
・
第
３
金
曜
日
の
午
後
６
時
〜
８

時　

分
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
。
入

４５
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５
０

円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
田
端

�　

・
２
４
０
３
へ
。

７３

　

◆
東
久
留
米
市
第
二
剣
友
会　

毎

週
土
曜
日
の
午
後
６
時
〜
８
時
と
日

曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、
第
六
小

１０

学
校
体
育
館
で
。
入
会
金
２
０
０
０

円
、
会
費
半
年
６
０
０
０
円
、
父
母

会
費
半
年
２
０
０
０
円
。
小
・
中
学

生
。
詳
し
く
は
宇
野
�　

・
１
５
９

７１

２
へ
。

　

◆
ペ
ン
習
字（
渓
和
会
）　

毎
月
第

１
〜
第
３
水
曜
日
の
午
前　

時
〜
正

１０

午
、
中
央
公
民
館
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
。
詳

し
く
は
金
田
（
か
な
だ
）
�　

・
７

７５

８
０
７
（
午
後
６
時
〜
９
時
）
へ
。

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク

ラ
ス（
ピ
カ
ケ　

フ
ラ　

サ
ー
ク
ル
）

　

月
３
回
、
土
曜
日
の
午
前
が
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
、
月
曜
日
の
午
後
が

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
３

５
０
０
円
。
詳
し
く
は
荒
本
（
あ
ら

も
と
）
�　

・
５
２
０
６
へ
。

７８

　

◆
中
高
年
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会　

毎

週
火
曜
・
木
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４

時
、
滝
山
団
地
西
集
会
所
（
滝
山
六

丁
目
）
で
。
会
費
１
回
１
０
０
０
円
。

　

歳
以
上
。
基
礎
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

５０ジ
作
成
ま
で
。
詳
し
く
は
お
が
し
わ

�
０
９
０
・
３
４
０
６
・
３
３
０
１

へ
。

　

◆
三
遊
亭
金
馬
師
匠
の
噺
を
聞
く

会（
落
語
を
聞
こ
う
会
）　　

月
５
日

１１

（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時
半
、
成
美
教

育
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。

入
場
料
２
５
０
０
円
（
前
売
り
２
０

０
０
円
）。
東
久
留
米
に
粋
と
洒
落
を
。

詳
し
く
は
同
会
館
・
宮
川
�　

・
６

７１

６
０
０（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）へ
。

　

◆
マ
ザ
ア
ス
秋
光
祭
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
マ
ザ
ア
ス
東
久
留
米
）　　

月　
１０

２７

日
（
木
）
〜　

日
（
土
）
が
午
前　

２９

１０

時
〜
午
後
４
時
、　

日
が
午
前　

時

３０

１１

〜
午
後
３
時
、
同
ホ
ー
ム
で
。
入
場

無
料
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は　

日
３０

の
み
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

も
募
集
。
詳
し
く
は
同
ホ
ー
ム
・
関

口
�　

・
７
２
６
１
へ
。

７７

　

◆
ま
ち
ま
つ
り
（
多
摩
き
た
生
活

ク
ラ
ブ
生
協
東
く
る
め
ま
ち
委
員

会
）　　

月　

日
（
日
）
午
前　

時
半

１０

３０

１０

〜
午
後
２
時
、
市
役
所
１
階
屋
外
ひ

ろ
ば
で
。
雨
天
決
行
。
石
け
ん
コ
ー

ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬

店
、
消
費
材
の
展
示
・
試
食
・
販
売
。

詳
し
く
は
横
山
�　

・
１
６
９
３
へ
。

７５

　

◆
講
習
会
（
木
目
込
人
形
サ
ー
ク

ル
）　　

月
１
日
（
火
）・　

日
（
火
）

１１

１５

午
前　

時
か
ら
、
西
部
地
域
セ
ン

１０

タ
ー
で
。
材
料
費
１
５
０
０
円
。
干

支
と
人
形
作
り
（　

月　

日
〈
木
〉

１０

２０

ま
で
に
要
予
約
）。
作
品
展
示
あ
り
。

詳
し
く
は
中
村
�　

・
９
３
０
３
へ
。

７４

　

◆
富
士
山
の
森
と
湖
を
バ
ス
で
自

然
観
察
旅
行（
森
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
　

月　

日
（
日
）
午
前
６
時　

分

１０

３０

４０

発
、　

日
（
月
）
夕
方
帰
着
、
東
久

３１

留
米
市
役
所
集
合
。
参
加
費
１
万
円

（　

人
参
加
の
場
合
。
バ
ス
代
、ホ
テ

２０ル
代
含
む
。
食
事
代
別
）。
定
員
先
着

　

人
。
予
約
金
は
郵
便
振
替
で
振
り

２０込
み
を
。
富
士
演
習
林
や
富
士
五
湖

等
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。
詳
し
く
は

竹
崎
�　

・
５
９
３
２
へ
。

６３

　

◆
開
園　

周
年
記
念
「
虹
の
か
け

１０

：★は中央公民館）

展　　　示時間　し

★華道…ロビー

午
前　

時
〜
午
後
５
時（　

月　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

１０

１１

２０

校合唱ほか…ホール

集い…ホール

★手工芸、盆栽、

　絵てがみ、榛

　名町文化協議

　会…学習室

★木彫、銅板工

　芸…創作室

★華道…

ロビー

図書館２階大集会室

ール

館２階大集会室

覚ホール

小学校体育館

★書道、ペン字、篆（てん）

　刻…学習室

★社会を明るくする運動…

　ロビー

…ホール

センター第一体育室

会、安来節の集い…

集会室

ホール

★美術展…学習室

★陶芸…創作室

★写真…ロビー

★市内小・中学生作品展示

　…ロビー

きいき演芸大会…　

ール

ール

…ホール

１・２学習室

　

●
華
道
＝
古
典
花
、
盛
花
、
投

入
花
、
自
由
花
な
ど
、
流
派
を
問

わ
ず
、
日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
生

け
花
の
美
し
さ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

中央公民館中央公民館
ほかでほかで

　

市
民
文
化
祭
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
今
年
は
、　

月　

日

１０

２２

（
土
）
〜　

月　

日
（
祝
）
に
中
央
公
民
館
ほ
か
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

１１

２３

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
活
動
さ
れ
て
い
る
成
果
や
作
品
を
、ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
見
に
来
ま
せ
ん
か
。皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
各
会
場
と
も
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
民
文
化
祭
事
務
局
・
細
川
�
０
９
０
・
５
５
０
２
・

４
６
６
２
へ
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
・

特
別
企
画

　

入
場
無
料
。
定
員
は
先
着
５
０

０
人
、
当
日
直
接
会
場
へ
。

　

◎
主
な
内
容

　

①
市
民
文
化
祭
用
ポ
ス
タ
ー
入

賞
者
の
表
彰
＝
市
内
の
中
学
生
の

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
最

優
秀
賞
は
神
田
詩
織
さ
ん
（
下
里

中
３
年
）
の

作
品
に
決
定
、

優
秀
賞
は
本

田
綾
音
さ
ん

（
下
里
中
２

年
）、斉
藤
ま

ゆ
な
さ
ん
（
同
中
２
年
）、
紅
本
悠

里
さ
ん
（
同
中
３
年
）、
藤
原
あ
や

さ
ん
（
同
中
３
年
）、
野
島
彩
さ
ん

（
大
門
中
３
年
）、
諸
橋
直
子
さ
ん

（
久
留
米
中
３
年
）の
６
人
が
選
ば

れ
ま
し
た

　

②
南
中
学
校
お
よ
び
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
の
皆
さ
ん

の
澄
ん
だ
歌
声
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
す

　

③
姉
妹
都
市
榛
名
町
文
化
協
議

会
の
催
し催　

　

し

　

●
茶
道
会
＝
和
室
で
は
表
千
家

薄
茶
を
、
地
下
ロ
ビ
ー
で
は
三
彩

流
せ
ん
茶
を
日
本
の
文
化
で
あ
る

茶
道
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
十
分
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
こ
と
と
思
い
ま
す

　

●
囲
碁
大
会
＝
互
先
は
黒
番
６

目
半
コ
ミ
出
し
、
ジ
ゴ
は
白
勝
ち

　

●
ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
集
い
＝
市
内
で
活
動
し
て
い
る

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
と
フ
ラ
ダ
ン

ス
の
４
団
体
が
参
加
し
て
行
い
ま

す
。
華
や
か
な
南
国
の
踊
り
フ
ラ

ダ
ン
ス
と
ウ
ク
レ
レ
、
ス
チ
ー
ル

ギ
タ
ー
の
懐
か
し
い
ハ
ワ
イ
ア
ン

の
音
色
を
生
演
奏
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い

　

●
将
棋
大
会
＝
小
・
中
学
生
の

部
対
戦
法
：
４
回
点
数
制
。
大
人

の
部
対
戦
法
：
Ａ
Ｂ
級
別
、
５
回

点
数
制
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時
ま

で
に
受
け
付
け
。
直
接
会
場
へ
。

３
位
ま
で
賞
品
、
６
位
ま
で
賞
状

　

●
太
鼓
・
阿
波
踊
り
の
集
い
＝

４
年
目
の
太
鼓
の
集
い
で
す
。
各

サ
ー
ク
ル
の
意
気
込
み
も
増
し
、

子
ど
も
太
鼓
教
室
の
発
表
、
ゲ
ス

ト
に
よ
る
秩
父
屋
台
ば
や
し
の
演

奏
、
さ
ら
に
阿
波
踊
り
も
加
わ
り
、

太
鼓
の
響
き
に
乗
せ
て
、
に
ぎ
や

か
な
舞
台
と
な
り
そ
う
で
す

　

●
吟
剣
詩
舞
の
集
い
＝
吟
詠
は

千
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
古
典
芸

能
で
す
。
五
旋
律
で
表
現
す
る
節

調
は
、
漢
詩
の
静
と
吟
ず
る
動
が

一
体
と
な
る
と
き
、
人
間
の
魂
を

揺
さ
ぶ
り
心
を
和
ま
せ
ま
す
。
今

回
の
構
成
吟
は
、
吟
詠
剣
詩
舞
で

表
現
す
る
吟
詠
物
語
�
城
�
を
企

画
し
ま
し
た

　

●
映
画
の
集
い
＝
午
前　

時
半

１０

か
ら
が
長
編
ア
ニ
メ
「
ぞ
う
列
車

が
や
っ
て
き
た
」、午
後
１
時
か
ら

が
イ
ギ
リ
ス
ア
ニ
メ
「
グ
ラ
ン
パ

（
す
て
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）」

（「
ス
ノ
ー
マ
ン
」
の
ス
タ
ッ
フ
が

製
作
）、午
後
１
時
半
か
ら
が
劇
映

画
「
ガ
ラ
ス
の
ウ
サ
ギ
（
東
京
大

空
襲
）」（
出
演
は
長
門
裕
之
、
長

山
藍
子
ほ
か
）
を
上
映
し
ま
す

　

●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
、
世
界
の

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
踊
り
と
音
楽
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
友
達
を

作
り
た
い
方
、
体
を
動
か
し
た
い

方
、
か
わ
い
い
衣
装
を
身
に
着
け

て
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う

　

●
邦
楽
・
童
謡
を
歌
う
会
の
集

い
＝
日
本
古
来
の
邦
楽
、
琴
、
尺

八
、
三
味
線
、
長
唄
（
う
た
）、
端

唄
、
俗
曲
、
童
謡
の
発
表
を
行
い

ま
す
。
心
に
染
み
る
和
楽
器
の
音

色
と
懐
か
し
い
童
謡
で
、
心
安
ら

ぐ
ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ

　

●
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い
＝
生
バ

ン
ド
の
リ
ズ
ム
で
ダ
ン
ス
を
楽
し

く
す
て
き
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

●
大
正
琴
、
マ
ジ
ッ
ク
、
一
芸

の
会
、
安
来
節
の
集
い
＝
伝
統
あ

る
日
本
の
音
楽
、
安
来
節
踊
り
、

大
正
琴
の
音
色
、
マ
ジ
ッ
ク
、
腹

話
術
等
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
一
日
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

　

●
歌
謡
の
集
い
＝
歌
謡
連
盟
の

会
員
と
市
民
の
方
が
参
加
し
て
、

歌
謡
曲
（
ポ
ッ
プ
ス
、
演
歌
、
ナ

ツ
メ
ロ
等
）
を
発
表
し
ま
す

　

●
俳
句
大
会
＝
五
・
七
・
五
で

自
然
と
自
分
を
表
現
し
ま
し
ょ
う
。

①
一
口
三
句
を　

月　

日
（
木
）

１０

２０

ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き
で
事
前

に
、
〒
２
０
３
―
０
０
５
２
、
幸

町
１
ノ
２
ノ
５
高
揚
２
０
６
、
吉

田
八
重
子
あ
て
投
句
。
一
口
１
０

０
０
円（
当
日
受
け
付
け
へ
）。
何

口
で
も
可
②
俳
句
大
会
当
日
、
席

題
あ
り

　

●
朗
読
の
会
＝
個
人
参
加
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が　

分
〜　

分
の
作
品

１５

２０

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
会
場
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
声
を
出
し
て
い

た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

脳
の
活
性
化
の
一
助
に
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い

　

●
音
楽
の
集
い
＝
市
内
で
活
動

中
の
個
人
音
楽
家
や
音
楽
サ
ー
ク

ル
が
集
合
。
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
ピ

ア

ノ
、
ア

コ
ー
デ
ィ
オ

ン
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
ギ

タ

ー
、

リ
ュ
ー
ダ
ー
、

マ
ン
ド
リ
ン
、

ブ
ル
ー
ノ
ー
ト
、
軽
音
楽
、
吹
奏

楽
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
　

●
舞
踊
の
集
い
＝
舞
踊
連
盟
の

会
員
と
市
民
の
方
が
参
加
し
、
古

典
、
舞
踊
小
曲
、
日
本
舞
踊
、
歌

謡
舞
踊
、
民
謡
な
ど
各
流
派
の
踊

り
が
一
堂
に
集
ま
り
、
日
ご
ろ
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
小
さ
な
子

ど
も
も
一
生
懸
命
踊
り
ま
す

　

●
ブ
リ
ッ
ジ
大
会
＝
ト
ラ
ン
プ

カ
ー
ド
を
使
っ
て
知
的
で
楽
し
い

ゲ
ー
ム
で
す
。　

代
〜　

代
の
男

４０

７０

女　

人
の
メ
ン
バ
ー
で
楽
し
ん
で

２０
い
ま
す
。
初
心
者
に
も
参
加
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い

　

●
い
き
い
き
演
芸
大
会
＝
市
内

　

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、

３０日
ご
ろ
励
ん
で
い
る
カ
ラ
オ
ケ
、

民
謡
、
詩
吟
や
舞
踊
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
芸
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
　

●
バ
レ
エ
＆
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

幼
い
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で

の
出
演
者
が
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ

を
繰
り
広
げ
ま
す

　

●
民
謡
・
ふ
る
さ
と
芸
能
の
集

い
＝
秋
空
に
響
く
伝
統
あ
る
日
本

の
民
謡
。
会
員
が
日
ご
ろ
の
成
果

を
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
乗
せ
ま
す
。

民
舞
は
生
音
を
バ
ッ
ク
に
華
麗
に

ま
と
ま
っ
た
組
踊
り
を
披
露
し
ま

す
　

●
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
＝
８
人
で

一
つ
の
セ
ッ
ト
を
作
り
、
コ
ー
ル

（
呼
び
か
け
）に
従
い
軽
快
な
音
楽

で
踊
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
中
高

年
の
方
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
踊
れ
る
よ
う
に

時
間
を
取
っ
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

体
験
し
て
く
だ
さ
い

　

●
コ
ー
ラ
ス
の
集
い
＝
市
内
で

活
動
し
て
い
る
合
唱
団
が
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
懐
か
し
い

歌
、
新
し
い
歌
な
ど
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

展　
　

示

が
、
そ
の
元
は
書
道
が
基
本
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

自
分
の
個
性
を
生
か
し
た
文
字
を

生
活
に
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か

　

●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
＝

法
務
省
主
唱
に
よ
る
第　

回
社
会

５５

を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し

て
、「
犯
罪
の
な
い
明
る
い
東
久
留

米
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

市
内
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の

作
品
を
展
示
し
ま
す

　

●
美
術
展
＝
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら

プ
ロ
ま
で
、
東
久
留
米
の
美
術
活

動
は
年
々
広
が
っ
て
い
ま
す
。
油

絵
、
水
彩
、
パ
ス
テ
ル
、
水
墨
画
、

さ
ま
ざ
ま
な
表
現
技
法
が
あ
る
こ

と
も
お
楽
し
み
の
上
ご
覧
く
だ
さ

い
　

●
陶
芸
＝
８
グ
ル
ー
プ
に
個
人

３
人
を
加
え
、
１
０
２
点
と
例
年

よ
り
増
え
ま
し
た
。
出
展
者
も
こ

の
催
し
を
目
標
に
、
製
作
に
励
ん

第３第３ ５回５回
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上
手
下
手
で
は
な
く
個
性
あ
る
絵

が
楽
し
ま
れ
、
心
を
い
や
し
て
く

れ
ま
す
。
一
年
間
描
き
続
け
た
作

品
を
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い

　

●
木
彫
・
銅
板
工
芸
＝
花
を

テ
ー
マ
に
個
々
の
作
品
に
想
い
を

込
め
て
、
手
作
り
の
良
さ
を
楽
し

み
な
が
ら
彫
り
上
げ
ま
し
た
。
銅

板
工
芸
の
作
品
も
展
示
し
て
い
ま

す
　

●
書
道
・
ペ
ン
字
・
篆
（
て
ん
）

刻
＝
文
字
は
日
常
生
活
で
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
学
ぶ
ほ
ど
心
を

豊
か
に
し
、
楽
し
み
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
も
便
利
で
す

お
け
る
女

性
の
描
き

方
に
は
、

性
別
役
割

分
業
が
隠

さ
れ
て
い

た
り
、「
女

ら
し
い
外

見
・
ス
タ

イ
ル
」
な
ど
が
強
調
さ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
参

加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を

採
り
入
れ
、
隠
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
取
る
力
を
養
い
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
分

ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
楽

し
く
考
え
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
金
）
午
前

１１

１１

　

時
〜
正
午

１０
　
【
講
師
】フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

教
授
の
諸
橋
泰
樹
氏

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室　
　

　
【
費
用
】
無
料

　

◆
初
級
英
会
話
（
ウ
ラ
ウ
ラ
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
）　

月
３
回
、木
曜
日
の

午
後
２
時
〜
３
時
半
、
中
央
公
民
館

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

３
０
０
０
円
。
基
礎
英
会
話
。
詳
し

く
は
小
堀
�　

・
７
０
４
４
へ
。

７２

　

◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
都
１
５

０
団　

月
２
〜
３
回
、
土
曜
日
か
日

曜
日
、
中
央
公
民
館
ほ
か
で
。
登
録

費
が
か
か
り
ま
す
。
６
歳
か
ら
。
詳

し
く
は
當
麻
�　

・
７
４
３
０
へ
。

７３

　

◆
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
テ
ニ
ス
サ
ー
ク

ル　

毎
週
月
曜
・
金
曜
日
が
新
川
町

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
水
曜
日
が
小
山
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
５
時
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
半
年
６
０
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
。
市
テ
ニ
ス
連
盟
所
属
。
詳
し
く

は
斎
藤
�　

・
８
５
５
５（
夜
間
）へ
。

５７

　

◆
空
手（
仙
武
館
）　

毎
週
日
曜
日

の
午
前　

時
〜
午
後
零
時
半
、
南
町

１０

小
学
校
体
育
館
で
。
入
会
金
５
０
０

０
円
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。
松
涛

館
流
。
小
学
生
以
上
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
・
体
験
随
時
受
け
付
け
。
詳
し

く
は
土
居
�　

・
９
３
７
５
へ
。

７５

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ダ
ン
ス　

ス
パ

イ
ラ
ル
）　

毎
週
月
曜
日
の
午
後
１

時
〜
４
時
、
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
心
者
〜
中

級
。
女
性
歓
迎
。
詳
し
く
は
今
成

（
い
ま
な
り
）
�　

・
１
２
８
４
へ
。

７１

　

◆
く
る
め
っ
子
ク
ラ
ブ
柔
道
研
究

会　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９

時　

分
（
幼
児
は
８
時
ま
で
）
と
日

２０
曜
日
の
午
後
２
時
〜
４
時　

分
、
ス

２０

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２
０

０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
チ

も
募
集
中
。
詳
し
く
は
窪
田
�　

・
７２

１
４
９
４
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
（
東
久
留
米

親
睦
唄
お
う
会
）　

月
３
回
、日
曜
日

の
午
後
１
時
半
〜
４
時
半
と
５
時
半

〜
８
時
半
、
市
民
生
活
館
で
。
入
会

金
３
０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０

円
。
市
文
化
協
会
・
市
歌
謡
連
盟
加

盟
。
市
民
文
化
祭
な
ど
参
加
。
見
学

歓
迎
。
詳
し
く
は
安
尾
�　

・
５
５

６４

９
３
へ
。

　

◆
風
景
写
真（
写
遊
つ
つ
じ
）　

毎

月
第
３
火
曜
日
が
例
会
、
月
１
回
野

外
撮
影
。入
会
金
６
０
０
０
円
、会
費

月
７
５
０
円
。詳
し
く
は
柳
沢
�　
・
７３

１
０
０
１（
午
前　

時
半
以
降
）へ
。

１１

　

◆
シ
ル
バ
ー
フ
ラ　
 
モ
エ　

毎

月
第
１
〜
第
３
水
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜　

時
半
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

１１
会
費
月
２
０
０
０
円
。　

月　

日
、

１０

２６

　

月
２
日
・
９
日
に
無
料
体
験
。
詳

１１し
く
は
赤
井
�　

・
６
６
１
７
へ
。

７４

橋
」（
南
沢
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
子
ど
も
園

を
育
て
る
会
）　　

月　

日
（
日
）
午

１０

２３

前　

時　

分
〜
午
後
２
時
半
、
成
美

１０

２０

教
育
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
大
研

修
室
で
。
入
場
無
料
。
幼
児
教
育
講

演
、
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ
イ

ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
手
仕
事
品
、
手

作
り
パ
ン
等
の
販
売
。
詳
し
く
は
同

会
�　

・
０
８
４
３
へ
。

７０

　

◆
く
ら
し
と
家
計
の
講
習
会
（
東

京
第
一
友
の
会
南
沢
方
面
）　　

月
１０

　

日
（
月
）
が
西
東
京
市
谷
戸
公
民

３１館
（
谷
戸
町
一
丁
目
）、　

月
８
日

１１

（
火
）
が
同
市
住
吉
公
民
館
（
住
吉
町

六
丁
目
）
で
、
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

資
料
代
３
０
０
円
、
保
育
あ
り
（
２

５
０
円
）。家
事
を
見
直
し
て
お
金
の

使
い
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳

し
く
は
鷲
見
�　

・
３
３
３
１
へ
。

２３

　

◆
こ
ぶ
し
祭
り
（
ラ
イ
フ
パ
ー
ト

ナ
ー
こ
ぶ
し
）　　

月　

日
（
土
）
午

１０

２９

前　

時
〜
午
後
３
時
、
ラ
イ
フ
パ
ー

１１
ト
ナ
ー
こ
ぶ
し
（
氷
川
台
二
丁
目
）

で
。
入
場
無
料
。
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、

パ
ン
販
売
、
も
ち
つ
き
大
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
。

詳
し
く
は
同
団
体
・
井
口
�　

・
２

７０

３
８
５
へ
。

　

◆
介
護
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の

集
い
（
東
久
留
米
介
護
予
防
を
考
え

る
会
）　　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１０

２３

〜
３
時
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
で
。
参

加
費
１
０
０
円
。
経
験
や
知
恵
、
悩

み
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
井
手
�　

・
４
９
５
０
へ
。

７８

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶
（
う

た
の
広
場
の
会
）　　

月
３
日
（
祝
）

１１

午
後
２
時
〜
４
時
、
市
役
所
１
階
屋

内
ひ
ろ
ば
で
。参
加
費
３
０
０
円（
紅

茶
・
ケ
ー
キ
・
貸
し
出
し
歌
集
代
）。

詳
し
く
は
小
坂
�　

・
４
７
７
１
へ
。

７７

　

◆
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
東
久

留
米
サ
ッ
カ
ー
協
会
）　　

月　

日

１１

２０

〜　

月　

日
の
日
曜
日
、
市
内
中
学

１２

１８

校
、
高
校
等
で
。
参
加
費
２
万
５
０

０
０
円
。
主
に　

歳
以
上
の
社
会
人

１８

で
構
成
の
チ
ー
ム
。　

月　

日（
月
）

１０

３１

ま
で
に
申
し
込
み
を
。
詳
し
く
は
五

十
嵐
�　

・
２
９
２
１
へ
。

７０

　

◆
２
０
０
５
年
秋
期　

公
開
セ
ミ

ナ
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
か
ら
の

デ
ッ
サ
ン
技
法
」（
工
房
フ
ラ
ン
ド

ル
）　　

月　

日
（
土
）
〜　

日
（
日
）

１１

１２

２０

午
後
２
時
〜
４
時
と
６
時
〜
８
時

（
土
曜
・
日
曜
日
は
２
時
〜
４
時
の
み
。

　

日
〈
月
〉
は
お
休
み
）、
成
美
教
育

１４文
化
会
館
で
。
参
加
費
３
５
０
０
円
。

ベ
ル
ギ
ー
在
住
で
画
家
の
五
味
政
明

氏
に
よ
る
実
技
講
習
。
事
前
に
電
話

で
問
い
合
わ
せ
を
。
詳
し
く
は
中
村

�　

・
１
３
９
３
へ
。

７２

第３５回市民文化祭日程（会場：★

催　　　　　　時　　　間日　程

★茶道会…和室、地下ロビー午前１０時～午後４時
１０月２２日（土）

★オープニング式典・南中学校午後１時から

★囲碁大会…第１・２学習室午前９時～午後４時
２３日（日）

★ハワイアン＆フラダンスの集午前１１時～午後４時

２６日（水）

将棋大会（小・中学生）…中央図午前９時～午後零時半
２９日（土）

★太鼓・阿波踊りの集い…ホー午後１時～５時半

将棋大会（大人）…中央図書館午前９時～午後４時半

３０日（日）

★吟剣詩舞の集い…ホール午前１０時～午後５時

映画の集い…中央図書館視聴覚
午前１０時半、

午後１時、１時半から

フォークダンスの集い…第三小午前１１時～午後３時

１１月２日（水）

★邦楽・童謡を歌う会の集い…午前１１時～午後５時
３日（祝）

社交ダンスの集い…スポーツセ午後１時半～５時

★大正琴、マジック、一芸の会

　ホール
午前１０時～午後４時半５日（土）

★歌謡の集い…ホール午前９時４５分～午後６時

６日（日） 俳句大会…中央図書館２階大集午後零時半～４時半

朗読の会…中央図書館視聴覚ホ午後２時～４時

９日（水）

★音楽の集い…ホール午後１時～５時半１２日（土）

★舞踊の集い…ホール午前１０時半～午後５時１３日（日）

★いき

　ホー

★ブリッジ大会…第

１・２学習室午前９時～午後５時
１６日（水）

１７日（木）

★バレエ＆ダンスの集い…ホー
午後７時開演（６時半開場）１８日（金）

午後３時半開演（３時開場）１９日（土）

★民謡・ふるさと芸能の集い…午前１０時～午後５時
２０日（日）

★スクエアダンスの集い…第１午前１０時半～午後４時

★コーラスの集い…ホール午後１時～４時２３日（祝）

　
【
作
品
の
搬
入
と
搬
出
】搬
入
が

　

月　

日
（
金
）、
搬
出
が　

日

１２

１６

２０

（
火
）、
い
ず
れ
も
午
後
（
後
日
時

の
催
し
を
目
標
に

製
作
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
来
場
者
の
反
響
と

出
展
作
品
に
関
心
が
集
ま
る
中
、

早
く
も
次
の
創
作
へ
の
元
気
が
わ

い
て
き
ま
し
た

　

●
写
真
＝
写
真
と
は
「
光
と
影

の
芸
術
」
で
す
。
出
会
っ
た
被
写

体
に
視
線
を
絞
っ
た
と
き
、
そ
こ

か
ら
作
品
が
生
ま
れ
ま
す
。
あ
な

た
も
仲
間
に
入
っ
て
感
性
を
磨
き

ま
せ
ん
か

　

●
市
内
小
・
中
学
生
作
品
展
示

＝
市
内
小
・
中
学
生
の
絵
画
・
書

道
、
工
作
な
ど
多
数
の
作
品
を
展

示
し
ま
す

『
い
き
い
き
高
齢
者
作
品
展
』

『
い
き
い
き
高
齢
者
作
品
展
』 

作
品
を
募
集
し
ま
す
！

　
　

作
品
を
募
集
し
ま
す
！

　
【
募
集
対
象
者
】　

歳
以
上
の
方

６０

　
【
展
示
期
間
】　

月　

日（
土
）〜

１２

１７

　

日
（
火
）
午
前

２０

間
を
指
定
し
ま

す
）

　
【
展
示
会
場
】

市
民
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
、
市
役
所

１
階
屋
内
ひ
ろ

ば

　
【
募
集
作
品
・
規
格
等
】
左
表
の

通
り
。
一
人
一
点
限
り

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

第１５回いきいき高齢者作品展規格

内　　　　　　　容種　目

盆栽・小品盆栽・投げ入れ・盛り花・生け花・各種フラワー

〈幅５０cm×奥行き５０cm×高さ７０cm以内〉
華道等

藤工芸・木目込み人形・和紙工芸・手縫いネクタイ・革工芸・手編

み・パッチワーク・和裁・洋裁等

〈ケース不可。幅５０cm×奥行き５０cm×高さ７０cm以内〉

手工芸

陶磁器・七宝焼き・紙粘土・彫刻・木彫り

〈ケース不可。幅４０cm×奥行き４０cm×高さ７０cm以内〉

陶芸　

・彫塑

和紙千切り絵・油絵・水彩画・デッサン・版画・押花絵・日本画・南

画・水墨画　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　〈１０号以内〉
絵画等

パネル（額付き全紙以内）写　真

半切り・茶掛け（裏打ち以上）・掛け軸（条幅以内）・額（縦５０cm×

横９０cm以内で釈文をつける）　　　　　　　　　〈すべて風鎮なし〉

短歌・俳句・俳画（色紙または短冊）、篆（てん）刻（色紙の大きさ）

書道等

楽譜作　曲

絵手紙・カリグラフィ等その他

高齢者の皆さん、

日ごろのさまざまな趣味活動で創作した作品を

展示してみませんか

展
示
位
置
は
、
主
催
者
が
指
定
し

ま
す
。

　

申
し
込
み
は　

月
７
日
（
月
）

１１

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
に

「
高
齢
者
作
品
展
参
加
」
と
明
記
し
、

作
品
の
内
容
と
大
き
さ
（
幅
・
奥

行
き
・
高
さ
を
メ
ー
ト
ル
法
で
記

入
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、
〒
２
０
３
―
８

５
５
５
、市
役
所
介
護
福
祉
課「
生

き
が
い
健
康
の
会
」
事
務
局
あ
て

郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
事
務
局
（
内
線
４

９
２
３
）
へ
。

　
【
定
員
】　

人
（
応
募
者
多
数
の

２４

場
合
は
抽
選
）

　

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。　

月　

日
（
木
）
ま
で
に
要

１０

２７

予
約
。

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
木
）

１０

２７

ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）・
年

齢
・
保
育
が
必
要
な
方
は
、
お
子

さ
ん
の
名
前
と
年
齢
を
書
い
て
同

セ
ン
タ
ー
へ
。

フ
ィ
フ
テ
ィ
２

講
座

「
テ
レ
ビ
に
描
か
れ
た 

女

性

た

ち

」

　

新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
に

男女平等推進センター

「フィフティ２」情報
住所：〒２０３－００５３、本町３－９－１－１０２
電話：７２・００６１、ファクス：７２・００５３　（火曜日休館）
メールアドレス：  fifty2@higashikurume-city.jp　

《
基
礎
年
金
番
号
》

　

基
礎
年
金
番
号
は
９
年
１
月

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な

ど
、
ど
の
制
度
へ
の
加
入
も
共

通
し
て
基
礎
年
金
番
号
を
使
用

し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
加
入
す
る
制

度
ご
と
に

年
金
番
号

が
付
け
ら

れ
、
制
度

ご
と
に
記

録
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
基
礎
年
金
番
号
が
で
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
各
制
度
間
で

の
情
報
交
換
が
可
能
と
な
り
、

届
け
出
を
忘
れ
て
い
る
方
へ
の

連
絡
や
年
金
を
受
け
る
場
合
、

ま
た
年
金
の
相
談
を
す
る
場
合

も
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

《

年

金

手

帳

》

　

９
年
１
月
以
降
に
年
金
制
度

に
加
入
し
た
方
に
交
付
さ
れ
て

い
る
「
年
金
手
帳
（
青
色
）」
に

は
、
各
制
度
に
共
通
な
基
礎

年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

８
年　

月
以
前
に
既
に
年
金

１２

制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
に
は
、

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
年

金
手
帳
（
オ
レ
ン
ジ
色
）」
を
お

持
ち
の
方
は
、
そ
の
表
紙
の
裏

面
に
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を

添
付
し
て
、
年
金
手
帳
（
青
色
）

の
代
わ
り
に
使
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
が
導
入
さ
れ

て
か
ら
は
、
市
町
村
で
の
年
金

手
帳
へ
の
記
載
は
氏
名
変
更
の

場
合
に
の
み
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

住
所
変
更
、
年
金
記
録
の
記
載

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
�
０
４
２
２
・　

・
１

５６

４
１
１
ま
た
は
市
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係
�　

・
７
７
３
３

７０

へ
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

年
金
の
手
続
き
や

ご
相
談
は
基
礎

年
金
番
号
で
！

第１５回


